
初
め
て
英
語
検
定
に

臨
む
１
年
生
も
い
る
一

方
で
、
す
で
に
何
回
も

受
検
し
て
い
る
生
徒
も

い
る
こ
と
か
ら
、
各
生

徒
の
実
力
に
あ
わ
せ
て
、

単
語
強
化
や
過
去
問
を

中
心
と
し
た
演
習
な
ど

の
授
業
を
重
ね
て
、
各

自
が
目
標
と
す
る
級
合

格
を
後
押
し
す
る
。

２
０
２
０
年
度
か
ら

始
ま
る
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
の
英
語
で
は
民

間
試
験
が
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

英
検
も
採
用
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
。
現
在
の

在
校
生
は
こ
れ
以
前
の

大
学
受
験
に
な
る
が
、

大
学
進
学
、
就
職
ま
で

考
え
た
場
合
、
高
校
段

階
で
英
語
検
定
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
は

大
き
な
意
味
を
持
つ
。

本
校
で
は
す
で
に
英

検
の
全
員
受
検
を
行
っ

て
き
た
が
、
生
徒
が
さ

ら
に
英
検
を
意
識
し
、

一
つ
で
も
上
の
級
合
格

を
目
標
と
し
て
も
ら
う

た
め
、
英
検
対
策
週
間

を
設
け
、
英
語
科
教
諭

だ
け
で
な
く
、
教
員
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
に

し
た
。
北
村
陽
子
校
長

は
「
一
回
や
っ
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
成
果
、

反
省
点
を
き
ち
ん
と
お

さ
え
た
う
え
で
来
年
以

降
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

「
早
稲
田
大
学
人
間

科
学
学
術
院
生
命
科
学

系
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

生

命
科
学
研
究
者
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
と
最
先
端
研

究
」
（
早
稲
田
大
学
人

間
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催
）
が
９
月
16
日
、

早
稲
田
大
学
東
伏
見
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
本

校
２
年
１
組
の
理
系
生

徒
20
人
が
参
加
し
た
。

生
命
科
学
の
最
先
端

研
究
に
あ
た
る
科
学
者

が
ど
の
よ
う
な
き
っ
か

け
で
研
究
者
を
目
指
す

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

現
在
の
研
究
内
容
や
研

究
者
と
し
て
目
指
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
高
校

生
向
け
に
話
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
。

将
来
の
選
択
肢
を
広

げ
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
参
加
を
決
め
た
。

他
校
の
高
校
生
も
数

多
く
参
加
し
て
お
り
、

そ
の
質
疑
で
の
や
り
と

り
を
聞
い
た
本
校
生
徒

は
「
刺
激
に
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。
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ひ
が
し
の
新
聞

本
校
は
西
武
池
袋
線
入
間
市

駅
前
の
ビ
ル
内
に
「
盈
進
学
園

東
野
高
等
学
校

入
間
サ
テ
ラ

イ
ト
ル
ー
ム
」
を
開
設
、
２
学

期
か
ら
本
格
運
用
を
始
め
ま
し

た
。下

校
途
中
の
本
校
在
校
生
が

自
習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
連

日
、
多
く
の
生
徒
が
立
ち
寄
り
、

午
後
９
時
ま
で
机
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。
サ
テ
ラ
イ
ト
ル
ー
ム

は
入
間
市
駅
か
ら
徒
歩
１
～
２

分
、
夜
遅
く
ま
で
自
習
を
し
て

も
帰
宅
に
は
便
利
で
す
。

本
校
で
は
放
課
後
講
習
も
あ

り
、
ま
た
、
学
校
に
残
っ
て
の

自
習
も
大
歓
迎
で
す
が
、
帰
り

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
時
刻
も
あ

り
、
ど
う
し
て
も
制
約
が
あ
り

ま
す
。
「
夜
間
も
勉
強
を
し
た

い
」
と
い
う
生
徒
の
声
に
応
え

ま
し
た
。
一
方
で
「
学
校
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
手
軽
に
入

手
で
き
な
い
か
」
と
い
う
中
学

生
保
護
者
の
希
望
も
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ル
ー
ム

に
は
学
校
案
内
な
ど
の
資
料
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
全
員
が
受
検
す
る
英
語
検
定
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た

め
、
検
定
試
験
（
10
月
７
日
）
直
前
の
２
日
～
６
日
を
「
英
検
対
策
週
間
」
と
す

る
。
平
常
授
業
は
午
前
中
の
み
と
し
、
午
後
は
英
検
対
策
に
専
念
す
る
。
本
校
で

は
初
の
取
り
組
み
。

坂東眞理子先生が来校

入
間
サ
テ
ラ
イ
ト
ル
ー
ム

稼
働

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
女
性
の
品
格
」

の
筆
者
で
昭
和
女
子
大
学
理
事
長
・

総
長
の
坂
東
眞
理
子
先
生
が
12
月

８
日
来
校
、
講
演
す
る
。

本
校
は
今
年
度
か
ら
、
女
子
生

徒
向
け
の
教
養
講
座
を
開
講
し
て

い
る
。

女
性
が

高
校
、

大
学
で

ど
の
よ

う
に
学

び
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
社
会
で

ど
う
生
き
て
い
く
か
を
考
え
て
も

ら
う
の
が
目
的
で
、
政
府
で
男
女

共
同
参
画
計
画
立
案
の
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
坂
東
先
生

か
ら
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
。

講
演
会
は
本
校
大
講
堂
で
。

貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
一
般
の

方
の
参
加
も
予
定
し
て
い
る
。
く

わ
し
く
は
後
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
e
i
s
h
i
n
.
a
c
/

）
で
掲

載
案
内
す
る
。

最
先
端
研
究
に
学
ぶ

早
稲
田
大
シ
ン
ポ
に
参
加


